
研究の内容
1. 秋田スギによる住宅用部材および建築工法の開発
　　米代川流域では、スギ資源がこれまでの高樹齢大径材からいわゆる間伐材を含む中径（中目）材が主流となり、その

　有効な活用を図ることが流域の林業・木材産業の振興にとって重要かつ喫緊の課題である。

　　15、16年度の可能性試験の成果を踏まえ、住宅部材生産の効率化と低コストの建築工法・施工システムの開発や

　コスト分析を行いながら、秋田スギを活用した住宅設計指針を作成するとともに、開発した住宅部材生産の産業化を

　目指す。

2. 秋田スギ間伐材木炭とゼオライト活用による水質浄化濾
　 材の開発
　　木材として利用されずに山に放置されている間伐材を炭

　化し、流域から豊富に産出される天然ゼオライトと混合した水

　質浄化濾材の製品化に向けた試作を行った。

　　さらに、水質浄化濾材の品質及び耐久性、一定期間終了後

　の濾材の成分を調査し、また、有機農業も視野に入れた花卉・

　野菜栽培の肥料・土壌改良剤としての性能試験を行い、環境産

　業としての起業化を図る。

 


